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新しく目にした東西言語接触研究に関する資料
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TheauthorhadtheopportunityofKansaiUniversityoverseasresearchingin

Russia,GermanyJtalyｳandChinafromJuly27toSeptember30,2013.Iwasabletoseea

lotofmaterialinthisperiod,Iwouldliketointroducesomeofthemfbrtheconvenience

ofthestudyonLinguisticexchangesbetweenEastａｎｄWest．

筆者は、2013年７月27日から９月30日までの期間、関西大学在外研究員（学術調査）として

ロシア、ドイツ、イタリア，中国の各国での資料収集の機会を得た。表紙絵の資料もその一つで

あるが、以下、今回の調査で新しく見た資料について以下少し述べて同学の研究の便に供し
たい。

キーワード：文化交渉、東西言語接触、サンクト・ペテルブルク、

ローマ、欧文試料

（１）サンクト・ペテルブルク・ロシア東方文献研究所

漢訳聖書の研究はこのところ新しい段階に入っている。

それは主に２つの「聖経」の発見によるものである。１つは、モリソンの『神天聖書』の元になった

とされるジャン･バセ（JeanBasset）の漢訳新約聖書の発見。特に、ケンブリッジ大学図書館とローマ・

カサナテンセ図書館での稿本はこれまでほとんど取り上げられることのなかったものである（内田慶市

2010,2011,2012参照)。もう１つは、それがかつて存在していたことは分かっていたが、ずっと誰の目

にも触れてこなかった賀清泰（Poirot）の手になる漢訳聖書『古新聖経』の発見である。それは上海徐

家庭蔵書楼に残されていたもので、その影印本も昨年度初めて出版された。

さて今回のサンクト・ペテルブルグでの一番の目的はこの賀清泰の『古新聖経』の満漢合壁版を見る

ことであった。
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Volkovaの満州語関係マニュスクリプト文献目録（QPZsα"池，,za7z，c〃zﾙ"応ﾙﾉﾙﾉＩｚγ"たQPjser〃,s”‘"

"αγ0α”Ａｚ〃AZVSSSR,1965）などを参考にしてＣｌｌ（ｍｍｓ）という請求番号であることを確認して

早速閲覧申請。現物を手にした時は思わず身震いした。これがかの「幻の漢訳聖書」の満漢版である。

東アジア文化交渉研究第７号
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しかしこの記述には問題がある。

実際には､大きさ（34×２３５＝紙型全体の大きさ，２５５×８＝罫線内の大きさ）はほぼこれでいいが、

本文は全１０１葉（表紙と白紙の葉の計２枚は除く）、各半葉１０行（満漢各５行）である。

金2001が何故「各葉（頁）８行」と言っているのかは分からないが、これはVolkoval965の記述に基

づいているようであり、案外、金氏は現物を見ていないのかも知れない。

本稿本はいわゆる旧約聖書の「歴代誌上第１３章（如達図照王経尾増的総綱･巻宣下・第十三篇)」から

｢第29章（第二十九篇)」までが収められているが、その書体は以下に示すように、上海徐家匪蔵害楼蔵

漢字本とほぼ同じ筆跡と思われる（左が満漢本、右が徐家匪本)。また語童の異同もわずかに見られる

が、漢字本の方がより正確である。

2４

これについては、金東昭2001（｢末洋文庫職現存満文至錘稿本介招」『満族研究』第４期）で以下のよ

うに説明されている。

Yudaegurun-Iwangsainonggimesosohonnomunbithe［Paralipomenonlibripromipars

secundsconstans］

是Poirot神父翻洋的満、双文至皇|』原稿中的《〃j代姪》部分。至干是川目Poirot神父衆宅，迩是其

官人的手篭,川元"、考旺。迭本原稿一冊力100+５歌,各面（頁）是８行,大小力34×23,25.5×８cm・

現収蔵子弥朕科学院並訓並民族研究所。
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新しく目にした東西言語接触研究に関する資料（内田）

，?

法Ｉ
言三重。

、

葛

4 群
また、こうした合壁版の場合、たとえば『清文指要』等の満漢合壁版では、先に満州語があり、中国

語はその訳という形が一般的と考えら､従って中国語にはどこか「翻訳臭」があるのであるが､この『古

新聖経』の場合には、そういった「翻訳臭」が感じられず、先に中国語があって、それに対応する満州

語が付けられたという可能性が高いように思われるが今後の課題としておきたい。

なお、本図書館には他に満州語版『古新聖経』も各種所蔵されている。

この他に取り上げておくべきものとして、以下のようなものがある。

Ｃ６０『神経撮節』（PrintedatSeramporebytheEnglishMissionarys.）

全七葉、聖書解説本。

Ｃ２２Ｌ『梁善堂書目』

上海梁善堂主人謹啓

重刊梁善堂溌党書目敏光緒十三年丁亥二月上海楽善堂書局謹識

叙甲申仲春帽北梁善堂書房主人述

凡例（１－３）丁亥仲春，乙酉初夏

梁善堂溌党銅板石印書籍地圏蓋譜上巻（1-44）

梁善堂溌免書籍目鋒下巻（1-33）

楽善堂燕板書目（１－１１）

上海薬善堂薬房護筈各種妙薬目録（１－５）

Ｄ６５４『華英通用雑話上巻』付『聖経史記』（耶麻降世萱千捌百騨拾陸年，江蘇省松江府上海牒墨

海書館職板）

ロバートトームのもの。

Ｄ624．『奮遣詔書摩西五経創始蒋出萎西園惇利未害戸口冊記復博律例書』

耶麻降世一千八百四十六年，大清道光二十六年寧波華花聖経書房刊

いわゆる分合活字の使われたもの。トームの『正音撮要』と同じ
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